
編集後記
　2018 年 2 月号をお届けします．1 月 20 日頃の大寒
から 2 月 4 日頃の立春までは寒波の季節，また立春
が過ぎてもまだまだ寒い日々が続きます．しかし季
節はまたたく間に移って，2 月も終われば梅の季節
はもうすぐそこです．春が待ち遠しい今日この頃で
す．
　さて，本号の特集は，「新生児・乳児消化管アレル
ギーの臨床と病型分類」です．新生児・乳児の消化
管アレルギーについての多岐にわたる総説をいただ
きました．「疾患概念」では新生児・乳児消化管アレ
ルギーの概念を解説していただきました．「診断と
治療および予後」では診断と治療および予後につい
て解説していただきました．「クラスター分類」で
は，わが国でよく用いられている，わが国独自の診
断分類であるクラスター分類についての概説です．

「重症度の判定と検査所見」では，炎症マーカーなど
と他の検査所見をあわせ重症度判定をした経験をも
とに重症度の判定について概説いただきました．

「食物負荷試験と重症度分類」では診断のための食物
負荷試験と，耐性獲得のための治療的食物負荷につ
いての解説をいただきました．「消化管内視鏡検査
の有用性」では，新生児・乳児消化管アレルギーの
診断における消化管内視鏡検査の役割について概説
いただきました．「診断治療困難な症例への対応」で
は，新生児・乳児消化管アレルギーの鑑別診断につ
いて，また，診断や治療が困難であった症例につい
て，自験例をもとに概説いただきました．

　以上，新生児・乳児消化管アレルギーについて小
児科医が知っておくべき知識が網羅されている特集
ですので，読者の先生方には，ご熟読いただき，日
常診療にお役立ていただければと思います．
　特集以外にも総説が載っています．「腎クリアラ
ンス」では腎クリアランスの概念から意義までわか
りやすく解説をいただきました．「心エコーによる
心機能評価の考え方」では，循環器専門でない小児
科医にも分かるように心エコー検査について解説い
ただきました．「職域における麻疹・風疹対策の課
題」では産業医として職域における麻疹・風疹対策
をするうえでの課題について実践的な解説をいただ
きました．
　そのほか診療に関する総説では，夜尿症の診療ガ
イドライン 2016 について，また，薬剤師の視点から
小児感染症治療についての見解をいただきました．
そのほか，小児副鼻腔炎に合併する頭蓋内合併症に
ついての症例提示と解説をいただきました．症例報
告も 2 編載っています．
　「最近の外国業績より」では日本医科大学小児科教
室から栄養・代謝・内分泌に関する論文を紹介いた
だきました．
　以上，非常に充実した，日常診療に役立つ内容に
なっていますので，ご一読下さいますようお願いい
たします．

（中西　敏雄）
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